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は
じ
め
に

　

４
月
下
旬
、
米
国
主
催
の
気
候
変
動
サ

ミ
ッ
ト
に
臨
む
日
本
政
府
が
、2
0
3
0

年
に
向
け
た
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
削
減
目

標
を
13
年
度
比
46
％
減
と
表
明
し
た
こ
と

は
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
翌
日
、
外

務
大
臣
の
定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
、
外

務
省
が
企
業
の
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
促
進
の
た
め
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
に
関
す
る
行
動
計
画
」
を
紹
介
す
る
動

画
を
作
成
、
公
開
し
た
と
の
発
表
に
対
し

て
は
、
そ
の
場
の
記
者
の
反
応
は
な
か
っ

た
。
動
画
公
開
と
同
時
に
、
経
済
産
業
省

や
厚
生
労
働
省
か
ら
業
界
団
体
あ
て
に
、

人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
導
入
を

促
す
よ
う
、
団
体
傘
下
会
員
の
意
識
向
上

に
向
け
た
啓
発
を
依
頼
す
る
周
知
文
が
発

信
さ
れ
て
い
る
。

　

温
暖
化
ガ
ス
削
減
と
い
う
政
府
方
針
に

呼
応
し
て
、
企
業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
と
し
て
脱
炭
素
の
動
き
を
加
速
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
労
働
組
合
へ
の
期
待

で
は
企
業
に
よ
る
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ

ェ
ン
ス（
以
下
Ｄ
Ｄ
）の
取
り
組
み
は
進
む

の
か
。
脱
炭
素
に
注
力
す
る
企
業
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
基
礎
と
し
て
、
人

権
Ｄ
Ｄ
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
企
業
が
人
権
Ｄ
Ｄ
を
実
施
す
る
に
は
、

労
働
者
、
労
働
者
代
表
、
労
働
組
合
と
の

対
話
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
基
礎
と

な
る
人
権
Ｄ
Ｄ
に
お
い
て
、企
業
に
と
っ
て

最
重
要
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
労
働

者
、
労
働
者
代
表
、
労
働
組
合
の
役
割
は
い

か
な
る
も
の
か
を
論
じ
る
。
ま
ず
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
人
権
Ｄ
Ｄ
を
規
定
す
る
「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す
る
国
連
指
導
原
則
」（
以

下
指
導
原
則
）の
関
係
を
概
説
す
る
。
次
に
、

「
責
任
あ
る
企
業
行
動
の
た
め
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
人
権
Ｄ
Ｄ
に
お
い

て
労
働
組
合
が
ど
の
よ
う
に
関
与
す
べ
き

か
を
解
説
す
る
。
そ
し
て
、
指
導
原
則
成

立
か
ら
10
年
と
な
る
今
夏
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
で
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｄ
の
法
制
化
に

お
い
て
も
、
労
働
組
合
が
重
要
な
役
割
を

担
う
こ
と
を
述
べ
る
。
企
業
は
気
候
変
動

へ
の
取
り
組
み
等
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持

続
可
能
性
）を
志
向
す
る
経
営
方
針
や
事

業
運
営
を
標
榜
す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
の
本
質
は
労
働
者
の
権
利
の
尊
重
、
労

働
者
と
の
対
話
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
人
権
を
実
現
す
る
た
め

　

2
0
1
5
年
第
70
回
国
連
総
会
に
お
い

て
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
に
よ
っ
て
、
よ

り
良
き
将
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、
極
度

の
貧
困
、不
平
等
、不
正
義
を
な
く
し
、我
々

の
地
球
を
守
る
た
め
の
計
画
「
我
々
の
世

界
を
変
革
す
る
―
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
2
0
3
0 

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択

さ
れ
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と

し
て
17
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
前

文
は
「
こ
れ
ら
の
目
標
は
、す
べ
て
の
人
々

山
田 

美
和

日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー 

法
・
制
度
研
究
グ
ル
ー
プ
長

特
集
1

の
人
権
を
実
現
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と

す
べ
て
の
女
性
と
女
児
の
能
力
強
化
を
達

成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
の
目
標

は
、
統
合
さ
れ
不
可
分
で
あ
り
、
持
続
可

能
な
発
展
の
三
側
面
、
す
な
わ
ち
経
済
、

社
会
及
び
環
境
の
三
側
面
を
調
和
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
」
と
記
す
。
端
的
に
い
え
ば
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
を
実

現
す
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
2
0
1
5
年
ま
で
の
達

成
を
め
ざ
し
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
後
継
で
あ
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
途

上
国
の
開
発
課
題
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
先
進
国
が
自
国
で
取

り
組
む
べ
き
目
標
も
多
い
。
そ
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
決
定
的
に
異
な
る
の

は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
役
割
が
不
可
欠
と

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
民

間
企
業
の
活
動
は
、
生
産
性
及
び
包
摂
的

な
経
済
成
長
と
雇
用
創
出
を
生
み
出
す
重

要
な
鍵
と
さ
れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
そ
の
役
割
は
、
そ
の
基
礎
と
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し
て
、
国
際
的
基
準
に
も
と
づ
く
企
業
活

動
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
と
明
示
す
る
。

　
「
我
々
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る

国
連
指
導
原
則
、
国
際
労
働
機
関
の
労
働

基
準
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
及
び
主
要
な

多
国
間
環
境
関
連
協
定
等
の
締
約
国
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
決
め
等
、
関
連
す

る
国
際
基
準
、
協
定
及
び
そ
の
他
進
行
中

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
従
い
、
労
働
者
の

権
利
や
環
境
、
保
健
基
準
を
守
り
つ
つ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
十
分
に
機
能
す
る
企

業
セ
ク
タ
ー
の
活
動
を
促
進
す
る
」（「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
2
0
3
0
」
第
67
段
落
）。
こ
こ

で
指
導
原
則
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
基
礎
と
し
て
の

指
導
原
則

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
国
連
指
導

原
則
」
は
2
0
1
1
年
国
連
人
権
理
事
会

に
お
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
、
企

業
の
人
権
尊
重
責
任
を
定
め
た
初
め
て
の

国
連
文
書
で
あ
る
。
同
原
則
の
成
立
に
は
、

過
去
30
年
に
わ
た
る
攻
防
が
あ
っ
た
。
多

国
籍
企
業
の
海
外
進
出
に
伴
い
そ
の
負
の

影
響
が
増
す
に
つ
れ
て
、
投
資
受
入
側
で

あ
る
途
上
国
や
市
民
社
会
組
織
は
企
業
の

活
動
を
規
制
す
る
国
際
基
準
を
求
め
て
き

た
。
対
し
て
、
自
ら
に
と
っ
て
好
ま
し
い

投
資
環
境
を
求
め
る
企
業
や
投
資
母
国
で

あ
る
先
進
国
は
法
的
拘
束
力
を
も
つ
国
際

文
書
の
作
成
を
拒
ん
で
き
た
。
こ
の
対
立

長
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
負
の
影
響
が
生

じ
た
場
合
に
は
こ
れ
に
対
処
す
る
。
第
二

に
、
そ
の
影
響
を
助
長
し
て
い
な
い
場
合

で
も
、
取
引
関
係
に
よ
っ
て
企
業
の
事
業
、

製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
と
繋
が
っ
て
い
る

人
権
へ
の
負
の
影
響
を
防
止
ま
た
は
軽
減

す
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
企
業
は
、

①
責
任
を
果
た
す
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
の
策
定
、
②
自
社

が
人
権
に
与
え
る
実
際
の
ま
た
は
潜
在
的

な
負
の
影
響
を
特
定
、
防
止
、
軽
減
、
対

処
す
る
と
い
う
一
連
の
人
権
Ｄ
Ｄ
の
実
施
、

③
自
社
が
原
因
と
な
る
、
ま
た
は
助
長
す

る
人
権
へ
の
負
の
影
響
を
是
正
す
る
仕
組

み
を
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

指
導
原
則
の
意
義
は
、
労
働
者
の
権
利
、

人
権
を
尊
重
す
る
企
業
の
責
任
は
、
自
社

の
事
業
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
子

会
社
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
取
引
関
係
全
体

に
わ
た
っ
て
、
自
社
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

結
び
つ
い
た
人
権
に
対
す
る
影
響
に
ま
で

及
ぶ
こ
と
を
定
め
た
こ
と
に
あ
る
。

　
「
企
業
の
持
続
可
能
な
発
展
へ
の
最
も
力

強
い
貢
献
は
、
自
社
の
活
動
、
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
に
人
権
尊
重
を
埋
め
込
む
こ
と
で

あ
る
。
強
固
な
人
権
Ｄ
Ｄ
が
持
続
可
能
な

発
展
を
可
能
に
し
、
そ
れ
に
貢
献
す
る
」

（
2
0
1
8
年
第
73
回
国
連
総
会
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
国
連
作
業
部
会
報
告
）。

換
言
す
れ
ば
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
い
く
つ
か
の
目

標
を
掲
げ
て
自
社
の
貢
献
を
謳
う
企
業
が
、

事
業
活
動
の
ど
こ
か
で
人
々
の
権
利
に
負

の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
企

業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
人
権
は
二
酸
化
炭
素
と
異
な
り

オ
フ
セ
ッ
ト
は
で
き
な
い
。

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

―
目
標
８
の
意
義

　

企
業
が
自
社
及
び
各
々
の
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
に
お
け
る
労
働
者
の
権
利
を
尊
重

す
る
こ
と
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
８
で
あ
る

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
と
経
済
成
長
の
実

現
を
も
た
ら
す
。
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

最
大
の
貢
献
は
、
目
標
８
の
実
現
に
あ
る
。

指
導
原
則
の
草
案
者
で
あ
る
ラ
ギ
ー
氏
は

2
0
1
6
年
第
５
回
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
国

連
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講
演
で
明
快
に
論

じ
て
い
る
。「
人
々
が
最
低
限
生
活
で
き
る

賃
金
（
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
）
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
、
男
性
労
働
者
と
女
性
労
働
者
が

等
し
く
尊
厳
を
も
っ
た
待
遇
を
受
け
、
平

等
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
団

結
権
、
団
体
交
渉
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、

職
場
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
健
康
と

安
全
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
等
を
確
保
す
る

こ
と
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
は
こ

れ
ら
の
人
々
の
状
況
を
大
き
く
向
上
さ
せ

る
。
人
々
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
お
く
り
、

自
分
自
身
の
福
利
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

を
打
開
す
る
た
め
に
、2
0
0
5
年
コ
フ

ィ
・
ア
ナ
ン（
当
時
）
国
連
事
務
総
長
に
よ

っ
て
特
別
代
表
ジ
ョ
ン
・
ラ
ギ
ー
氏
が
任

命
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
国

際
的
枠
組
み
の
形
成
が
図
ら
れ
た
。
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
経
て
、

2
0
0
8
年
に
公
表
さ
れ
た
の
が
国
連 

「
保
護
、
尊
重
及
び
救
済
：
ビ
ジ
ネ
ス
と
人

権
の
た
め
の
枠
組
み
」
で
あ
る
。
こ
の
枠
組

み
を
実
行
可
能
に
す
べ
く
、
作
成
さ
れ
た

の
が
指
導
原
則
で
あ
る
。

　

指
導
原
則
は
、
人
々
の
権
利
を
保
護
す

る
の
は
国
家
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
人
々
の
権
利
を
尊
重

す
る
責
任
が
企
業
に
あ
る
と
規
定
し
、
人

権
侵
害
に
対
す
る
救
済
手
段
の
設
置
を
国

及
び
企
業
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。
企
業

は
、
そ
の
事
業
活
動
及
び
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
言
、
自
由

権
規
約
、
社
会
権
規
約
、
労
働
に
お
け
る

基
本
的
原
則
及
び
権
利
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ

宣
言
に
規
定
さ
れ
る
諸
権
利
を
尊
重
す
る

責
任
を
負
う
。
こ
の
責
任
は
国
家
の
義
務

と
は
区
別
さ
れ
、
企
業
は
、
ど
こ
で
事
業

を
展
開
す
る
に
も
、
国
内
法
の
規
制
の
程

度
に
関
わ
ら
ず
、
国
際
人
権
基
準
を
尊
重

す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

人
権
の
尊
重
、
す
な
わ
ち
人
権
を
侵
害

し
な
い
責
任
は
企
業
に
次
の
行
為
を
求
め

る
。
第
一
に
、
自
ら
の
活
動
を
通
じ
て
人

権
に
負
の
影
響
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
助
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同
時
に
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
消
費
者
基

盤
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。」

　

そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
は
、目
標
１（
貧

困
）、
目
標
２
（
飢
餓
）、
目
標
３（
健
康
）、

目
標
４
（
教
育
）、
目
標
５
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
）、
目
標
６
（
水
と
衛
生
）、
目
標
10

（
不
平
等
の
是
正
）、 

目
標
11
（
持
続
可
能

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）、
そ
し
て
目
標
14
及
び

目
標
15 （
海
洋
及
び
陸
上
の
生
物
）
に
も
効

果
が
あ
る
。
企
業
が
そ
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
に
お
い
て
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影

響
の
範
囲
と
規
模
は
、
現
在
企
業
の
関
心

と
リ
ソ
ー
ス
を
独
占
し
て
い
る
多
く
の
取

り
組
み
を
凌
駕
す
る
と
同
氏
は
示
唆
す
る
。

責
任
あ
る
企
業
行
動
の
た
め
の

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

で
は
企
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
の
基
礎

で
あ
る
人
権
Ｄ
Ｄ
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ

き
な
の
か
。
人
権
Ｄ
Ｄ
は
、
企
業
が
そ
の

影
響
を
与
え
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
関
与
）
な
く
し
て

実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
企
業
の
最

も
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
労

働
者
は
Ｄ
Ｄ
に
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
の

か
。「
責
任
あ
る
企
業
行
動
の
た
め
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
」（
以
下
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
を
、
労
働

に
焦
点
を
あ
て
て
読
み
解
い
て
い
こ
う
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企

業
行
動
指
針
に
も
と
づ
く
Ｄ
Ｄ
に
つ
い

て
、政
府
及
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
共

通
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
、

2
0
1
8
年
５
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
閣
僚
理
事

会
で
勧
告
が
採
択
さ
れ
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

主
た
る
読
者
は
、
企
業
内
の
Ｄ
Ｄ
実
務
担
当

者
と
あ
る
が
、
労
働
者
、
労
働
者
代
表
、労

働
組
合
に
と
っ
て
も
有
用
と
明
示
す
る
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
導
く
Ｄ
Ｄ
は
、
多
国
籍

企
業
行
動
指
針
に
あ
る
、
労
働
者
の
権
利

及
び
労
使
関
係
を
含
む
人
権
、
環
境
、
贈

賄
及
び
汚
職
、
情
報
開
示
な
ら
び
に
消
費

者
利
益
に
関
し
て
、
企
業
が
も
た
ら
し
う

る
負
の
影
響
に
対
応
す
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
、
指
導
原
則
や
Ｉ
Ｌ
Ｏ
多
国
籍
企
業
宣

言
に
も
と
づ
く
Ｄ
Ｄ
実
施
の
指
南
に
も
な

る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
第
Ⅰ
部
で
Ｄ
Ｄ
と

は
何
か
、
Ｄ
Ｄ
の
本
質
的
要
素
を
概
説
し
、

第
Ⅱ
部
で
Ｄ
Ｄ
の
プ
ロ
セ
ス
を
６
つ
に
分

け
て
説
明
す
る
。
付
属
書
で
は
、
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
具
体
例
を
挙
げ
て
解
説
す
る
。

人
権
Ｄ
Ｄ
は

労
働
者
と
の
対
話
か
ら

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
Ｄ
Ｄ
の
本
質
的
要
素

を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
と
説
明
す
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
は
、
企
業
の
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
可
能
性
の
あ
る
利
害
を
も
つ
個
人
ま

た
は
集
団
で
あ
る
。
企
業
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
対
話
に
よ
っ
て
、
自
社
及
び

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、
ま
ず
は
労

働
者
、
労
働
者
代
表
、
労
働
組
合
（
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
を
含
む
）
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
労
働
者
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
雇
用
形
態

に
よ
る
者
を
含
む
。

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
意
味
の
あ
る

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
双
方
向
の
誠
実

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
企
業
が

そ
の
決
定
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
可
能

性
の
あ
る
人
々
の
意
見
を
引
き
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
ら
の
決
定
に
つ
い
て
情
報
を

得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
重

要
な
こ
と
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
影

響
し
か
ね
な
い
決
定
を
行
う
前
に
、
そ
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
関
与
す
る
こ
と
で

あ
る
。
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
必
要
と
す
る
情
報
を

企
業
が
提
供
し
、
企
業
の
決
定
が
自
ら
の

利
害
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
意

思
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
権
利
保
有
者
が

数
多
く
存
在
す
る
状
況
で
、
企
業
は
、
と

く
に
個
々
人
と
の
関
与
が
一
部
の
権
利
や

集
団
的
権
益
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

信
頼
で
き
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
代
表

と
関
与
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
事
業
再
編
や
工
場
閉
鎖
の
決
定
に
お

い
て
雇
用
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、

個
々
の
労
働
者
よ
り
も
労
働
組
合
と
関
与

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
与
や
協
議

は
そ
れ
自
体
が
権
利
で
あ
る
例
と
し
て
、

労
働
者
に
よ
る
労
働
組
合
結
成
、
加
入
の

権
利
及
び
団
体
交
渉
権
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
労
働

者
と
関
与
す
る
場
合
は
、
労
働
組
合
ま
た

は
労
働
者
代
表
と
関
与
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
労
使
関
係
は
ま
さ
に
Ｄ
Ｄ
に
お

け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｄ
は
、
業
界
内
の
他
の
行
動
主
体
等

と
の
協
働
、
セ
ク
タ
ー
横
断
型
の
協
働
、

労
働
組
合
と
の
連
携
や
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
活
動
を
通
じ
て
実
施
で
き
る
。

例
と
し
て
、Ｄ
Ｄ
の
プ
ロ
セ
ス
の
設
計
、
実

施
、
労
働
者
の
権
利
に
関
す
る
基
準
の
実

施
及
び
苦
情
の
提
起
に
労
働
者
の
参
加
を

促
す
た
め
に
、
労
働
組
合
と
連
携
し
た
り
、
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直
接
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。
労
働
組
合
と
の
協
定
に
は
様
々
な
形

式
が
あ
り
、
職
場
別
、
企
業
別
、
産
業
別
ま

た
は
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
は
労
働
協
約
、
グ

ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定（
G
F
A
）、
議
定

書
及
び
覚
書
が
含
ま
れ
る
。

６
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
わ
た
る
労
働

組
合
の
役
割

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
一
過
性
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｄ
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
必
要
で
あ
る
。
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
、
Ｄ
Ｄ
を
次
の
６
つ
の
プ
ロ
セ

ス
を
繰
り
返
す
こ
と
と
指
南
す
る
。
①
責

任
あ
る
企
業
行
動
を
企
業
方
針
及
び
経
営

シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
、
②
企
業
の
事
業
、

製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
実
際

の
及
び
潜
在
的
な
負
の
影
響
を
特
定
、
評

価
す
る
、
③
負
の
影
響
を
停
止
、
防
止
、

軽
減
す
る
、
④
実
施
状
況
及
び
結
果
を
追

跡
調
査
す
る
、
⑤
影
響
に
ど
の
よ
う
に
対

処
し
た
か
を
伝
え
る
、
⑥
適
切
な
場
合
是

正
措
置
を
行
う
、
ま
た
は
是
正
の
た
め
に

協
力
す
る
。

　

各
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
労
働
者
、労
働
者
代
表
、
労 

働
組
合
が
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
か
を
見

て
み
よ
う
。

　

①
に
お
い
て
は
、
企
業
内
の
す
べ
て
の

事
業
組
織
や
部
署
が
関
わ
っ
て
く
る
。
労

働
者
代
表
、
労
働
組
合
は
、
雇
用
、
労
使
関 

係
、
労
働
安
全
衛
生
及
び
人
権
に
関
す
る

課
題
に
関
わ
る
。

　

②
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
情

報
を
収
集
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
労
働
者
、
労
働

者
代
表
、
労
働
組
合
を
含
む
、
権
利
保
有

者
と
協
議
し
関
与
す
る
。
権
利
保
有
者
と

直
接
協
議
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
は
、

人
権
擁
護
者
、労
働
組
合
、市
民
社
会
組
織

等
の
信
頼
で
き
る
独
立
し
た
専
門
性
を
有

す
る
者
と
協
議
す
る
等
の
合
理
的
な
代
替

手
段
を
検
討
す
る
。
雇
用
、
労
使
関
係
に
お

け
る
負
の
影
響
が
表
に
例
示
さ
れ
て
い
る
。

労
働
組
合
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
正

確
な
特
定
と
評
価
を
可
能
に
す
る
。

　

③
に
お
け
る
一
例
と
し
て
、
企
業
が
最
後

の
手
段
と
し
て
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
関
係
先

と
の
取
引
を
停
止
す
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
場
合
、
取
引
停
止
の
プ
ロ
セ

ス
が
責
任
あ
る
行
動
で
あ
る
た
め
に
、
企

業
は
、
国
内
法
、
国
際
的
な
労
働
基
準
、
労

働
協
約
の
条
項
を
遵
守
し
、
取
引
停
止
の
裏

付
け
と
な
る
詳
細
な
情
報
を
取
引
先
に
労

働
組
合
が
存
在
す
る
場
合
に
は
提
出
す
る
。

　

④
は
、
特
定
さ
れ
た
負
の
影
響
に
対
し

て
有
効
に
対
応
し
た
か
否
か
を
評
価
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
意
見
収
集
が
必
須
で
あ

る
。
例
と
し
て
、
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
関
し
て
児
童
労
働
が
有
効
に
対
処
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
労
働
者
、
労
働
者
代

表
、
労
働
組
合
か
ら
意
見
を
収
集
す
る
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

⑤
と
し
て
企
業
は
、
Ｄ
Ｄ
の
方
針
、
プ

ロ
セ
ス
、
負
の
影
響
を
特
定
し
対
処
す
る

た
め
に
行
っ
た
活
動
、
そ
の
活
動
か
ら
の

調
査
結
果
や
成
果
を
外
部
公
表
し
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
伝
達
す
る
。
そ
れ
は
労
働

組
合
と
の
共
有
で
あ
る
。

　

⑥
の
是
正
の
仕
組
み
と
し
て
労
働
者
代

表
、
労
働
組
合
を
関
与
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

労
働
協
約
に
定
義
さ
れ
た
苦
情
処
理
の
仕

組
み
や
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定
等
を
通

じ
て
、
労
働
者
が
企
業
に
対
し
て
苦
情
を

提
起
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
示
に
見
る
よ
う
に
、
企
業

の
人
権
Ｄ
Ｄ
に
は
、
労
働
者
、
労
働
者
代

表
、
労
働
組
合
の
関
与
が
不
可
欠
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
Ｄ
Ｄ
法
の
動
き

　

指
導
原
則
成
立
か
ら
10
年
の
今
年
、
欧

州
で
は
Ｄ
Ｄ
義
務
化
の
動
き
が
加
速
す

る
。
こ
れ
ま
で
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
等
が
人
権
Ｄ
Ｄ
に
関
連
す
る
法
律
を

個
々
に
導
入
し
て
き
た
。
Ｅ
Ｕ
の
整
合
性

の
と
れ
た
戦
略
的
方
向
性
が
必
要
と
し
て
、

2
0
1
9
年
12
月
欧
州
評
議
会
議
長
国
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
の
主
導
に
よ
っ
て
人
権

Ｄ
Ｄ
の
Ｅ
Ｕ
共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

作
成
が
提
起
さ
れ
た
。
2
0
2
0
年
春
に

公
表
さ
れ
た
欧
州
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対
応
に
関

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、

欧
州
全
体
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
労
働
者
の
権
利
、
人
権
の
尊
重
、
企
業
の

社
会
的
責
任
を
促
す
た
め
の
Ｄ
Ｄ
の
義
務

化
を
含
む
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー

雇用および労使関係 関連規定
労働者が自ら選択する労働組合または代表団体を設立しまたは
これに加入し、もしくは自ら選択する当該労働組合または
代表団体が団体交渉のために認められる権利を尊重しないこと

OECD多国籍企業行動指針 2011年版，
第 5章 1.b 項

雇用条件に関する合意達成を目的として行う、個別または経営者団体を
通じた、上記の代表団体との建設的交渉を行わないこと 同上，第 5章 1.b 項

最悪の形態の児童労働を含む，児童労働 同上，第 5章 1.c 項

人種、皮膚の色、性別、宗教、政治的見解、国民的出身または
社会的出身、その他の状況に基づいた、雇用または職業における
労働者に対する差別

同上，第 5章 1.e 項

労働者の身体的および精神的能力に適合しない機械、設備、労働時間、
作業編成または作業工程

同上，第 5章 1.e 項 ; 
ILO（1981年）第155号条約

可能な限り有害物質を無害またはより毒性の低い物質へ置き換える
ことを怠ること ILO（1988年）第167号条約

労働者およびその家族の基本的ニーズを満たさない賃金の支払い OECD多国籍企業行動指針 2011 年版，
第 5章 4.b 項

労働者による労働組合結成または加入を妨害するために、
事業活動の単位の全部または一部を移転させると威嚇すること 同上，第 5章 7項

「責任ある企業行動のためのＯＥＣＤデュー・ディリジェンス・ガイダンス」付属文書表２より表  負の影響の具体例
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ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
新
し
い
提
案
が
さ
れ

た
。
こ
の
６
月
ま
で
に
欧
州
委
員
会
か
ら

指
令
の
法
案
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

指
導
原
則
は
、
国
家
の
義
務
と
し
て
、

企
業
が
人
権
尊
重
の
責
任
を
果
た
せ
る
よ

う
、
企
業
に
人
権
尊
重
を
求
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
も
し
く
は
そ
の
よ
う
な
効

果
を
有
す
る
法
律
を
執
行
す
べ
き
と
規
定

し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
会
社
法
と
い
う
企

業
活
動
を
規
律
す
る
法
律
で
Ｄ
Ｄ
を
義
務

化
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。

Ｄ
Ｄ
法
に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割

　

人
権
Ｄ
Ｄ
の
義
務
化
は
労
働
組
合
が
求

め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
組
合
は
、
欧

州
委
員
会
の
パ
ブ
コ
メ
募
集
に
対
し
今

年
２
月
に
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
出
し
て
い

る
。
労
働
者
は
数
あ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
は
な
く
、prim

us 
inter pares (first am

ong equals)

で

あ
り
、
親
会
社
及
び
そ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン（
子
会
社
、
下
流
、
上
流
の
サ
ブ
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
に
わ
た

る
企
業
の
労
働
者
及
び
労
働
者
の
代
表
が

Ｄ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い

て
、
ロ
ー
カ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
欧
州
及
び

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
関
与
す
べ
き
と
主

張
す
る
。
国
境
を
越
え
た
社
会
対
話
、
労

使
関
係
が
鍵
と
な
る
。
関
与
と
は
単
に
情

報
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
協
議

し
共
に
計
画
す
る
こ
と
で
あ
り
、
関
係
す

る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、労
働
組
合
が
企
業
と

Ｄ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
交
渉
す
る
権
利
を

含
む
。
そ
し
て
、
今
回
の
Ｅ
Ｕ
指
令
が
全

セ
ク
タ
ー
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

特
有
の
課
題
が
対
処
さ
れ
る
べ
き
セ
ク
タ

ー
と
し
て
、
繊
維
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
採
掘
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
自
動
車
を
挙
げ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｄ
に
お
け
る
労
働
組
合
の
重
要
性
は
、

３
月
10
日
の
欧
州
議
会
に
お
け
る
欧
州
委

員
会
へ
の
勧
告
の
決
議
に
も
表
れ
て
い
る
。

企
業
の
Ｄ
Ｄ
に
お
い
て
、
計
画
の
策
定
、

実
施
、
公
表
、
発
信
、
評
価
、
見
直
し
の

す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
労
働
組

合
の
関
与
が
必
須
で
あ
る
と
す
る
。
労
働

組
合
及
び
労
働
者
代
表
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

欧
州
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
、
Ｄ
Ｄ
計

画
の
策
定
、
実
施
に
関
与
す
る
こ
と
を
確

実
に
す
る
こ
と
、
Ｄ
Ｄ
は
関
係
す
る
す
べ

て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
実
質
的
で
意

味
の
あ
る
協
議
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、

必
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
声
が
聞
か

れ
な
い
、
も
し
く
は
周
辺
化
さ
れ
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
に
、
関
係
す
る
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
安
全
で
意
味
の
あ
る
議
論

へ
の
権
利
を
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
労
働

組
合
も
し
く
は
労
働
者
代
表
の
適
切
な
関

与
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
労
働
組
合
は
Ｄ
Ｄ
に

関
し
て
自
ら
の
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に

必
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、そ
れ
は
主
た
る
Ｄ
Ｄ
実
施
者（
企
業
）

が
取
引
関
係
を
有
す
る
他
の
Ｄ
Ｄ
実
施
者

（
企
業
）
の
労
働
組
合
及
び
労
働
者
と
の
繋

が
り
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
を
含
む
と
す

る
。
Ｄ
Ｄ
の
実
施
に
お
い
て
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
労
働
組
合
が
繋
が
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

決
議
は
さ
ら
に
、
現
在
議
論
さ
れ
て
い

る
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
し
て
法
的
拘

束
性
を
有
す
る
国
際
条
約
に
向
け
て
積
極

的
役
割
を
担
う
こ
と
、
責
任
あ
る
企
業
行

動
を
規
制
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
を
支
持
す
る

こ
と
、
貿
易
、
投
資
協
定
及
び
関
税
同
盟

に
人
権
Ｄ
Ｄ
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
を
Ｅ

Ｕ
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

志
向
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
、
労
働
組

合
の
積
極
的
関
与
を
求
め
て
い
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
行

動
計
画
」（
Ｎ
Ａ
Ｐ
）と
労
働
組
合

　

日
本
で
は
、
策
定
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

表
明
か
ら
４
年
を
経
て
、
2
0
2
0
年
10

月
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
行
動

計
画（
2
0
2
0

−

2
0
2
5
）」
が
公
表

さ
れ
た
。
計
画
に
は
分
野
別
の
横
断
的
事

項
と
し
て
労
働
が
あ
り
、
政
府
が
今
後
行

っ
て
い
く
措
置
と
し
て
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
促
進
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の

強
化
、
労
働
者
の
権
利
の
保
護
・
尊
重
（
含

む
外
国
人
労
働
者
・
外
国
人
技
能
実
習
生

等
）が
あ
る
。
そ
し
て
、
人
権
を
尊
重
す
る

企
業
の
責
任
を
促
す
た
め
の
政
府
に
よ
る

取
り
組
み
と
し
て
、
全
府
省
庁
に
よ
る
、
業

界
団
体
等
を
通
じ
た
、
企
業
に
対
す
る
行

動
計
画
の
周
知
、
人
権
Ｄ
Ｄ
に
関
す
る
啓
発

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

冒
頭
に
述
べ
た
業
界
団
体
へ
の
一
斉
通
知

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
計
画
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
「
そ

の
規
模
、
業
種
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

企
業
が
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
人
権
及

び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
宣
言
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
基
本

的
権
利
に
関
す
る
原
則
を
尊
重
し
、
指
導

原
則
そ
の
他
の
関
連
す
る
国
際
的
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
を
踏
ま
え
、
人
権
Ｄ
Ｄ
の
プ
ロ

セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
、
ま
た
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
も
の
を
含
む
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
行
う
こ
と
を

期
待
す
る
。
さ
ら
に
、
日
本
企
業
が
効
果

的
な
苦
情
処
理
の
仕
組
み
を
通
じ
て
、
問

題
解
決
を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
」。

　

企
業
が
人
権
Ｄ
Ｄ
を
行
う
に
あ
た
り
、

ま
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
最
も
重
要
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
従
業
員
、
労
働
者

代
表
、
労
働
組
合
と
の
対
話
で
あ
る
こ
と

が
、
業
界
団
体
へ
の
一
斉
通
知
で
、
ど
れ

だ
け
伝
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

2
0
1
6 

年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
実
施
指
針
で
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
と
の
連
携
に
お
い
て
、
労
働
組
合
は
、

社
会
対
話
の
担
い
手
と
し
て
、
デ
ィ
ー
セ
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ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
や
持
続
可
能
な
経

済
社
会
の
構
築
に
重
要
な
貢
献
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

対
し
て
企
業
に
人
権
Ｄ
Ｄ
を
期
待
す
る
今

般
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
に
は
、
労
働
組
合
と
い
う
文

言
は
な
い
。
そ
れ
が
人
権
Ｄ
Ｄ
に
お
け
る

労
働
組
合
の
関
与
や
対
話
の
重
要
性
を
失

わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

い
。
例
え
ば
2
0
1
6
年
に
策
定
さ
れ
た

ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ａ
Ｐ
に
は
労
働
組
合
の
文
言

が
14
か
所
あ
り
、
企
業
の
人
権
Ｄ
Ｄ
に
労

働
組
合
が
関
与
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
労

働
組
合
の
専
門
性
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
Ｎ
Ａ
Ｐ

で
は
2
0
2
0
年
ま
で
に
従
業
員
5
0
0

人
超
の
在
ド
イ
ツ
企
業
の
５
割
以
上
が
人

権
Ｄ
Ｄ
を
自
主
的
に
導
入
す
る
こ
と
が
目

標
と
さ
れ
て
い
た
が
未
達
で
あ
っ
た
た
め
、

Ｄ
Ｄ
を
義
務
化
す
る
法
案
が
こ
の
３
月
に

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

欧
州
が
Ｄ
Ｄ
の
義
務
化
に
動
く
の
と
は

対
照
的
に
、
日
本
は
企
業
の
自
主
性
に
委

ね
て
い
る
。
欧
州
の
法
制
化
の
動
き
に
は
、

在
欧
日
系
企
業
を
は
じ
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
通
じ
て
ど
れ
だ
け
対
応
が
求
め

ら
れ
る
の
か
、
欧
州
発
の
新
た
な
法
規
制

と
構
え
る
日
本
企
業
及
び
政
府
の
関
心
は

高
い
。
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
法
制
化
は
、

人
権
尊
重
、
そ
の
具
体
的
方
法
で
あ
る
人

権
Ｄ
Ｄ
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
企
業
経
営
に
ビ
ル
ト
イ
ン

さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
2
0
1
1
年
の
指

導
原
則
成
立
に
至
る
ま
で
の
議
論
、
そ
し
て

2
0
1
1
年
以
降
、
指
導
原
則
を
実
施
す

べ
く
、
欧
州
に
お
い
て
政
府
、
企
業
、
労
働

組
合
、
市
民
社
会
組
織
が
取
り
組
み
、
議
論

し
て
き
た
蓄
積
の
上
に
あ
る
。
日
本
は
指

導
原
則
を
承
認
し
た
国
連
人
権
理
事
会
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
日
本

は
何
を
蓄
積
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

経
団
連
が
2
0
2
0
年
夏
に
実
施
し
た

「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
企
業
行
動
憲

章
の
実
践
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る

と
、
回
答
企
業
2
8
9
社
の
う
ち
36
％
が

指
導
原
則
に
も
と
づ
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
回
答
す
る
一
方
、
31
％
が
人
権
Ｄ

Ｄ
に
着
手
で
き
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

人
権
リ
ス
ク
の
把
握
方
法
と
し
て
は
、
回

答
企
業
の
65
％
が
国
内
外
の
労
働
組
合
や

従
業
員
と
の
対
話
を
挙
げ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
に
よ
り
高
ま
っ
た
人
権
リ
ス
ク
は
、
自

社
及
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
も
に
職
業

上
の
安
全
健
康
（
Ｏ
Ｓ
Ｈ
）
が
最
も
多
く
、

続
い
て
自
社
の
労
働
者
に
関
し
て
は
職
場

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
労
働
者
に
関
し
て
は
過
重
労
働

時
間
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

人
権
Ｄ
Ｄ
は
全
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
労
働

者
と
の
対
話
を
必
要
と
す
る
。
日
本
企
業

と
労
働
組
合
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
よ

り
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

労
働
組
合
の
役
割
―
民
主
主
義

社
会
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

　

企
業
の
人
権
尊
重
責
任
は
そ
の
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
に
及
ぶ
。
企
業
は
人
権
Ｄ
Ｄ

を
通
じ
て
、
自
社
の
み
な
ら
ず
、
子
会
社
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
取
引
先
に
お
い
て
も
、

労
働
者
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
８
で
あ
る
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
の
礎
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
社
会
の
発
展
を
も
た
ら
す
。
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
本
質
は
、
人
権
、
労

働
者
の
権
利
の
尊
重
に
あ
る
。

　

こ
こ
で
再
度
確
認
す
べ
き
は
、
労
働
者

の
権
利
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
お

い
て
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る
の
は
企
業
自

体
で
あ
る
。
こ
の
価
値
を
共
有
す
る
か
ら

こ
そ
、
人
権
尊
重
を
行
動
と
し
て
具
体
化

す
る
人
権
Ｄ
Ｄ
の
法
制
化
な
ど
の
政
策
が

意
味
を
も
つ
。

　

人
権
Ｄ
Ｄ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
意
味
の
あ
る
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
は
、
自
由

で
開
か
れ
た
社
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
日
本
の
労
働
組
合
の
役
割

は
国
内
は
も
と
よ
り
、
人
権
保
障
が
不
十

分
な
国
々
、
と
く
に
ア
ジ
ア
に
お
い
て
大

き
い
。
日
本
の
労
働
組
合
は
、
あ
る
べ
き

社
会
対
話
の
あ
り
方
を
ア
ジ
ア
の
人
々
に

伝
え
て
い
く
役
割
が
あ
る
。
現
在
の
ア
ジ

ア
に
お
い
て
、
結
社
の
自
由
や
団
体
交
渉

権
尊
重
に
基
づ
く
、
良
好
な
労
使
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
体
現
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
外
の
労
働
組
合

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
日
本
の

本
社
と
日
本
の
労
働
組
合
が
、
海
外
事
業

体
の
労
使
関
係
に
つ
い
て
協
議
し
、
具
体

的
行
動
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
環
境
づ
く
り

も
日
本
政
府
の
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
は
、
労
働

組
合
の
力
な
く
し
て
守
れ
な
い
。
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